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電動力応用部門ほ産業界の一般的低調を反映して前年に引き続き

低調ではあったが,技術面で多種多様な発展をみることができる｡

要約すると次の諸点があげられる｡

(1)従来の技術に反省を加え基幹的な放掛こ大幅の進歩改善が

加えられた｡すなわち中形誘導電動横の開放形,開放防滴

形(Uシリーズ),および一般用直流電動機においてモデル

チェンジが行なわれ著しい軽量化と取り扱いの簡便化が図

られた｡また普及著しい3kV扱高匠気中接触器に加えて

6kV級新シリーズが開発された｡

(2)新製品新技術の開発も活発で,誘導機においては世界初の

3kV水中モータの完成,シリコンゴム絶縁による耐高湿

度モータなどがあり,直流機では高速高精度ダイナモメー

タ,渦流ダイナモメータが相次いで生産されるに至った｡

制御面では工作機をほじめとして多方面に無接点化と自動

化の浸透がみられる｡ポンプ所の無線テレメータ,無線テ

レコントロールも初めて実現をみた｡

(3)圧延機用電気設満として6スタンドタンデムコールドミル

が自動板厚制御装置モとともに納入され,試圧延を短期間に

終了し好調に営業運転に移行したこと,および水銀紫流汁旨

による直流電動機の可逆運転の成功が特筆される｡

ん】電動力応用設備

4.l.1熱間圧延轢用電気設備

38年度に完成したものは,逆転式圧延機用イルグナ設肺3セッ

ト,中小形圧延棟用1セットで回転機の総計出力は約70,000kWに

のぼった｡

(1)逆転式圧延枚

38年度には大同製鋼株式会社(知多)納分塊圧延機川電立も設備

が完成し,好調に稼動にはいった｡本設術は形鋼川ブ′レームを製

造するものであり,圧延芯動機は上下ロール用計4,500kWのイ

ルグナ設備である｡

本設備中には水銀熔流器交さ接続方式電源設怖が含まれ,好調

に営業運転されている｡その制御系は磁気素子により構成され,

1500以上の直線移相特性をもつ広角度自動移相諸賢と磁気演算増幅

器式指令装置を採用したので信頼度の高い,安定した急速加減速

を得た｡弟1図に本設備の単線結線図を示す｡

本圧延機はカードプログラムコントロールにより加減速特性が

制限されるが,最も過醗な負荷の場合150プg電流にてTop-tO-

Top,3秒の結果を得ている〔そのはか調整を加えずに数種の負

荷を容易に切り二替え,かつそれらを常用制御器具で操作するなど

の考慮がなされている｡

東都製鋼株式会社(豊橋)納H形鋼圧延機用電気設備に使用さ

れる圧延電動機は粗ユニバ⊥サル托延機2,200kW,エッジャ圧

延機600kWのイルグナ設肺,仕上圧延機用1,000kWの誘i洋電

動機よりなる｡主ロールほ水､ドTコー/L圧‾Fとたロール調幣が必要

で,さらにエッジャロールの付ilソ亡決めともl棚起するので,カード

プログラム【二1軌)軍転装;F'たを採用L作業能率向上をlズト〕た｡

第3図に圧下位fl写こ決が)て1ilJ御いり路のブロック線図を示す｡

また細物圧延の際主ロールとエッジャロール間の速度差のため

圧延棟にひずみを与えぬよう磁気演算増幅器によるロール径補供

l胡芥を有している｡
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第1図 水銀整流器交さ接続単線接続図
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第2図 東都製鋼株式会社豊橋製鋼所納

2,200kW主ロール用直流電動機

ブラジルのミナス･ジェライス製鉄所に納入した7,500kW

(10,000HP)分娩圧延機用イルグナ設備はわが国初の大容量直流

機プラント輸出品として注目されていたが,順調に据付,試運転

を完了し稼動にはいった｡

(2)連続式圧延機

人同番蛸何棟式会社(知多)に納入した中小形托延機用電気一別ま,

比延機スタンド数17,主i荘動機15台総=力8,750kWの巌新の

静lトレオナード設肺で,枇圧延部のみ界磁界圧機による自動速度

制御を加え,ほかはすべて主回路昇圧俄による高精度の自動速度

制御を加えている｡補枚の大部分は半導体材料検出装置とタイマ

ー,リミットスイッチで運転され,搬送テーブルは可変周波数電

源により圧延速度に揃速制御1されている｡また各種シヤーはパル
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圧下位置ぎめ制御回路ブロック図

第4図 川崎製鉄株式会社千葉製鉄所納

タンデムコールドミル電気室

ス制御により操作机_Lにで切断長設定が可能である｡

4.1.2 冷間圧延轢用電気設備

(1)逆転式圧延機

ブラジルのミナス製鉄所向コンビネーションミル用として電動

機総出力8,300kWに及ぶ電銘設備を納入した｡本設備は1.8～

4.5tの鋼板を最高圧延速度610m/minで圧延する設備であf),

主ロール用としては2×2,150HP二東電磯子形,リール用とては

700HPおよび2×700HP二重電機子形の親子電動機を採用し

た｡

ステンレス鋼板,ケイ素鋼板などの特殊鋼圧延用として38年

度にも日新製鋼株式会社(川南),日本冶金株式会社納のセソジマ

ミル用電気設肺が納入された｡これらのリール用双電動機閃のメ

カニカルクラッチは,打仙ヒ方式によるリモートコントロールを叫

能にし操作の陵が図られている｡

加減速補償の回路にほ磁気折節増幅諸子を採用し適11三フォーシソ

グを容易に調整設定できるよう考慮されている｡稲本伸銅株式会

社納セソジマミルは鋼帯張力の検Hにより張力制御装羅を定電流

制御と切換併用したもので,設定張力との差を検抑別御する方式

で磁気演算増幅器が採川され制御が行なわれている｡
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第5図 コールドタンデムミル電気品の
電圧制御系応答オシログラム

大洋製鋼株式会社納コンビネーショソミルは,材

料厚みが2.0～2.8mmと比較的蒔く,したがって

ワークロール径も380¢と小さいため,補強ロール

駆動方式が採用され,コンビネーションミルとして

初めての1,200kW双駆動方式である｡急速圧下機

構,AGCを備えたことで画期的なものである｡

非鉄金底用としては,昭和アルミニュウム株式会社向4Hアル

ミフォイんミル用電気設備を納入した｡

造弊局納としてシートおよびコイル圧延設肺を3基製作納入し

たが,うち2基はインダクショソカップリング駆動によるもので

ある｡銅肘張力を検出して巻取制御を行ない,コイル径に応じた

インダクションブレーキの制動トルク調整,設定張力に応じた制

動トルク調整などにより,広範田はゝつ精密な張力制御を行なって

いる｡

(2)連続式圧延機

川崎製鉄株式会社千葉丁場に6スタンドタンデムコールドミル

用電気設備を納入したっ 本設節は2,140m/minという世界長高の

圧延速度を有するもので,主電動枚総出力26,100kWの最新鋭設

備であり試圧延をまたずただちに営業運転にはいり現在順調に稼

動中である｡第4図は電気宅である｡本設備は最も重要な加減速

牛刺隼を改善するためGD2の低減,電動機負荷年別生の向上など慎

‾rRな研究1月験のもとに設計製作されたもので,所期の性能を十分

確認できた｡

制御装岸も特定数の短桁,制御要素の減少を計った結果,第5

図に示すように定格の妬電圧にてインデシヤル応答速度0.09秒

が得られた｡葬る図にNo.3スタンドの制御結線図を,舞7図に

刊三中監視髄を示す｡

4.1.3 プロセシングライン用電気設備

38年度に完成,または製作中のものに,大汗製鋼株式会社(船橋)

納クリーニングライン,およびフライングシヤーライン,日新製鋼

株式会社(尼崎)納特殊連続亜鉛メッキラインなどがあり,電気晶,

楼械品とも日立製作所の設計製作である｡いずれも自動速度制御,

張力制御およびループ制御などが採用されているほか,放射線厚み

計,シート枚数計数器をはじめPIDコントローラによる温度,ガス

濃度,液面,PH度などの計測装跨が随所に具僻されている｡電動

機としてほ,耐薬-もー一紙緑処J型を施した日立工業用標準出流電動機が

広く用いられている｡

4.1.4 荷役運撫横械用電気設備

前iF度に比べ減少ほしたが38年度も数多くの各種クレーン用電気

i訂■の完成をみた｡おもなものにアンローダでは新潟県庁納240t/b,
碩海て製鉄株式会社納300t/h,関西電力株式会社納250t/hなどがあ

る｡八幡製鉄株式会社納300t/hトランスポータにはワードレオナ
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第7図 コールドタンデムミル電気室集中監視盤

-ド制御を採用した｡製鋼クレーンでは東海製鉄株式会社納220/40

tレードルクレーン3基,造船用クレーンでは三井造船株式会社納

80t塔形水平引込クレーンなど,ケーブルクレーンでは北海道開発

用納9tケーブルクレーンなどがある｡

輸出向けをみるとインド ク･タ製鉄所に口榊-129年以来納入し

たクレーン川桁流与琵動機の総n数は250余子ナに述する∩ 38勺り窪も

200/30tストリッパークレーン,15t EOTクレーン,125/30tレ

ードルクレーンおよび8/10tチャージングクレーンの各1基を納

入した｡電動機にはすべてAISE600番直流直巻電動機を使用して

いる｡

そのほか,神戸製鋼株式会社納フィリッピン向8tバケット付天

井クレーン,日本ウジミナス株式会社16tソーキングピットクレー

ン,丸紅飯田株式会社納韓国向けの,ワードレオナード制御による

9tケーブルクレーンなどがある｡なお現在製作小のものにインド

ヒソダスタン製鉄所(ドルガプール工場)向けの各種クレーン用,

AISE600番直流電動機210余白がある｡これらほシャフトを剛転

子から抜き出し得る,いわゆるスリーブタイプを採ノー】=ノている｡

4.1,5 巻上機用電気設備

37年度に引き続き,数多くの巻上機用電気設備の完成をみたが,

おもなものは下記のとおりである｡

(1)飯野産業株式会社松浦砿業所納400kW交流制動機式制御

巻上機

この斜坑巻上機は-一般交流巻上機として坑道掘削

用運搬に使用していたが,スキップによる原炭運搬

を開始することとなり,改造を行なった｡スキップ

杭み込み,および放出時に安定した微速運転を行な

うため,既納設術に250kW交流flilj動機およぴl′l勅

制御装FFて亡を追加したものである｡

(2)1二り丈鉱業株式会社釈迦1勺鉱山納250l{W立坑

設仰捕J芯㌔もん■l

木立坑.劉削ま鉱石,硬,機材,人員の運搬に使用

するスキップ巻上戟,ケージ巻上楼設備から成って

いる｡スキップ設備は自動積み込み装置付きであ

る｡将来低周波制御を追加して連続自動運転を行な

うことを予定している｡

(3)吾妻山ロープウェイ用電気設備

全長1,000mの観光ロープウエイ用として交流制

御機†l順附こより自動運転を行なうもので,75kW誘

き淳福助機その他`一に太一甘■一式を納入した｡

(4)坑 内.没 仰

巻上機と関連して坑凡馴fiの合印化を図るため,研究,開発を

行なっているが,常磐災砿株式会社磐城砿業所へ坑内電車の位荘

監視装‾匠を納入した｡

4.1.る 舶用電気品

わが国の船舶愉Hの増大と船舶自動化の気運から舶用電気品の製

作が多くなってきた｡口立製作所でも38年度中に1]動化のための

電気-■訂-を数多く製作した｡

(1)舶川自励交流発電機

船l勺電源用としての自助交流発信機の愉出はとくに多く,その

数は約30f千,15,000kVAに達した｡これは製作容量の鮒%に

述し附｢与光はかナダ,インド,ソ連,1付吹諸岡と仝l吐界にわたっ

ている〔

rl勅化の一式葺としての什肋交流発花機の抑丁】iリリアクタによる強

制【二l期間糊投入装J巨亡を】凋発し,ソ連船舶輸入公F=こ5子細勺入した｡

(2)甲板および機関室補椀用電気l抗

日立造船株式会社(ルーマニヤ)にワードレオナード方式の165

kW直流電動機駆動によるトロールウインチ用電気l甘12台を納入

した｡本装置ほ垂下特性をもち潮流,船速などを考慮して安全,

確実にLて,かつ能率よく運転できるよう計画されている｡機関

弓言祁機用屯気■】,■-!としで己〕l独設置の舶用電動機,起動器を多数製作

したが,祁機用電気l甘の日動化の一環として,口立造船株式会社

(OTL祉)に誘至芸稲勅戟約70f†,1,100kWを総jll運転および監

視する射い起助盤を納入した｡

(3)艦船川唱気ん!l

戦前,戦後を通じて最大の1,000kVA交流発電機の磁気増幅器

形自動電圧調整器を製作した｡本装置は戦後最大の護衛艦"あま

つかぜ”に堵載された｡37年度に引き続き中形掃海艇用電気品一

式,SCRによる自動消磁装置,ソーナ用高周波電源設備,各種艦

艇の仁l動消磁装置を多数防衛庁に納入した｡

4.1.7 セメントエ業用電気品

前イ‾F度に引き続きセメントプラント用確気l■lJ】として,セメントミ

/しJ‾口大形芯動機設舶(4.2.2項参j昭)のほか無招ノ亡､ミリレ一式ならび

に桜山リレー式総爪制御装粁,計測装搾,あるいはクーラグレート

l′l軌制御髄,フアンおよびボールミル榔別御般など各種制御盤が製

■1㍍とされた｡

これらの巾で特に重要なものとして次の二点があげられる｡
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第8国 トランジスタ式無接点総括制御盤

率賢一蕊｢;学資…喜

一瀬---_柁…
■山′等苛‾

■”つ′

賢哲率喜

第9図 グラフィック式中央監視般

うを少なくし,またSCRの積極的な採用ほ回転機を静止機器に

おきかえている｡

プレーナのテーブルの急速加減速制御は,増幅器の飽和特性と

電動機電圧の時間微分の帰還を巧みに利用したビルドアップレー

ト帰還(BRF)制御方式と,レオナード発電機の界磁を単に接触

器で開閉するだけで佃還制御を行なう普及形簡易制御力式とを,

要求精度に応じて使いわけ,工作機械の制御装掛こおいて特にき

びしく要求されるコストダウン,小形軽量化を図っている∩

第10図ほ,ゴヤ及形簡易制御ガ式による制御盤の内祁を示す｡

(2) ロール旋髄用SCR作り御装置

ロール旋盤の刃物台送り用直流電動機を完速度制御するもの

で,強制風冷されたSCRと制御回路はすべてユニット化されて

いる｡速度帰還には400c/s誘導子形発電機を使用して,ユニッ

トの互換性,耐雑音性,精密な定速性を得るように設計された｡
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第10図 普及形簡易制御方式

の制御盤

(1)日立セメント株式会社日立工場納総括制御装置

本設備はサスペンジョブレヒータ付キルン1基分の原料系統用

電動機約120台を総括制御するもので,連動運転の際にはトラソ

ジログによる無接点制御を行ない,単独運転の際には接点式リレ

ーにより電動機を運転するものである｡本設備はグラフィック式

中央監視盤,中央操作卓各1面,トランジログ盤4面,防牌(じ

ん)形グループスクータ12面より成っている｡弟8園ほそのト

ランジログ盤を,弟9図はグラフィック盤を示

す｡

(2)大阪窯業セメント株式会社高知工場納計

装装置ならびに総括制御装置

本設備は3基のレポールキルン運転用として

納入されたもので,計器盤15面,中央監視盤

6面,防塵形現場接触器キユーピクル約30面

に及ぶもので計器盤にはキルン回りのいっさい

の自動制御用調節計,記録計,指示計および積

節計が収納されてかまへの原料送り込みから,

クリンカークーラ出口までの焼成過得のすべて

を管丹できるようになっている∩

4.1.8 エ作機用電気設備

(1)プレーナ制御方式

工作機の中でプレーナの制御方式は,メタロ

ーチスイッチ,トラソジログ,ヒタログはプレ

ーナの制御を大幅に無接点化して保守のめんど

(3) フライス盤プログラム制御装置

フライス盤の運転動作をリミットスイッチとプラ

グイン方式のプログラムボードで設定し,リミット

スイッチの動作によって1工得ずつ進め,所定の加

工をⅠ′†動的に行なわせる制御装肝である｡この装琵

は最大ュニ程数48,出力選択13,リミットスイッチ

選択5種類,各工程とも左右,前後,上下の3次元

選択ができる｡また自動サイクルのはかに,希望す

る工程だけの動作の特殊操作が可能であり,比較的

安価で各種工作機械に応用できる一般的な性能を持

っている｡

4.1.9 流体機用電気品

ポンプ･圧縮枚･冷凍機などの制御装置の著しい傾

向としては,主開閉皆旨の乾式化(コンビネーシ三ンス

タータ,Hマグスなど),補機電動楼操作の集中化(コ

ントロールセンタ,グループスタータ),一人制御方

式の徹底および日動制御の採用があげられる｡特にポ

ソプにおいては,上下水道施設の規模の増大による枚

場の集中管制,自動制御化が目だっており,また遠方の機場を無線

で管制する方式も採用されはじめている｡

集中管制ほ多数採用されているが,日産自動車株式会社納の工場

動力用コンプレッサ十数セットの制御盤は,一人制御および空気圧

力,温度などの計装制御も同一盤上で行なえるものである｡ポンプ

場にこおける監視制御盤の一例を第13図に示す｡桃浜市水道局日吉

ポンプ所では,既設のポンプ設附こ抑ilな装置を付加し,吐出圧一

第11図 ロール旋盤用SCR式速度制御装置

第12図 フライス盤プログラム制御装置
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第13図 徳島市水道部納監視制御盤 第14国 電気動力計轢作机

定自動制御を行ない,好調に運転している｡これはサンプリング調

節器により電動機二次金属航抗を加減しポンプ速度を詞ゴ乾するもの

である｡

現在製作中の設肺としては,椅■一に県南工部納工業用水取耐水ポン

プがある〔これは配水池水位および流量によりポンプの自動台数切

替制御を行なうもので,切替論理回路にはヒタログを用い無援点化

した｡また東京都水道ん)金町浄水場第四取水ポンプ所でほ,沈砂池

の有効利用を図り,取水ポンプの速度制御により沈砂池水位一定制

御を行なっている｡さらに沈砂池流出量すなわち高速沈澱池流入量

設定値の急変iこ対処するため,高速沈澱他流入量を水位に換算して

ポンプ速度を変化させ,水位の安全化を図った｡無線遠隔制御装置

としては長野県本郷村納簡易テレコン装置がある｡これほ周波数変

調による二波組み合せ方式の指令信号により,遠隔機場のポンプ運

転を行なうものであり,今後管路輸送系の拡大に伴い需要はますま

す増人するものと思われる｡

なお東京都水道局より受注した,わが国最大のポンプ設備である

6,200kWクレーマセットは,ポンプの速度仙御の将来を示唆する

ものとしてその完成が期待されている｡

4.1.10 自動車工業用電気品

今年度納入したダイナモメータ(電気動力計)には,日立製作所

亀有工場納120kW 2,000rpm 2台,本田技研工業株式会社納11

kW 7,000～13,000rpm 2×9kW 3,000～8,000rpm,東洋工業株

式会社納220kW 2,000～5,000rpm 2台,日産日動車株式会社納

75kW 2,500～7,000rpm,その他数台があり,いずれも好調襲に

運転にほいった｡

最近の′毒気動力計は,高速度,高精度をそなえた大帝最機が要求

され,高速回転時の整流･振動･ 軸受の潤滑などに関して研究

葺き誓覿
≡:㌧箋

詣 這豊

‾_戸

澄‾主志;
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第15図 本田技研工業株式会社

納口立渦流電気動力計

た運転が行なわれている｡

シャシダイナモメータは,愛知械械‾‾‾1二業株式会社に吸収動力40

kWをもつ一式が納入された｡そのはかすでに納入された多数のシ

ャシダイナモメータほ,その後好調に稼動を続け,特にテープ式プ

ログラム制御装置は,日動車‾1‾二業の発展にともない測定の11動化の

一端をにない作目さ才tている｡策Id図はプログラム制御盤の外観

を示す｡

4.1.11繊維製紙機械用電気品

37年度は日本紙業株式会社芸防工場にスパーカレンダ用電気品

と,大昭不口製紙株式会社富士1‾二場にラインシャフト式抄紙枚電気lVt

(一部既納品改造)を納入した｡スパーカレンダは主電動機120kW

で,パイロット発電機による定速度制御を行なっているが,通紙時

の安定運転と加減速時の安定運転を期し,発電機電圧をマイナルー

プにより走電圧に快つよう制御している｡舞17図にその概略結線

を示す∩木設肺にも磁気演算増幅器を使用した指令装置己を用い,急

速停止時にもこの指令装置を主回路の電流により調整し,急速な回

生制動ができるよう考慮されている｡

ラインシャフト式抄紙機は300kWl自二流電動機を主軸とし,クー

チロール(37kW)No.1プレス(7.5kW)No.2プレス(26kW)サイズ

プレス(35kW)計5台の直流電動枚をルパー駆動とする抄紙機で,

420～磁気増幅詩話により定速蛙制御,定電流制御を行なった高性能

開発が進められた｡その測定も計数遠隔形の回転計,回転力計が採

用されている｡制御方式は,ほとんどがワードレオナード方式で,

完速度制御,完三電流制御を有し高精度の測定を可能としている｡ま

た,運転操作は,操作村Lより張中的に行なわれる｡第14図は操作

机の一例である｡

新しく開発した日立渦流電立も動力計は,すでに,本旧技研工業株

式会社に37kW4,000～10,000rpm,日産口動車株式会社に40kW

4,000･～7,000rpm,東洋丁二業株式会社に110kW2,000′～7,000rpm,

2台が納入され,稼動中である｡これはエンジンの懲も打l試験,耐久

.試験川に適しており,J石(朔機のエネルギーを桐箱流による熱に変え

水により吸収するもので,円転√GD2が小さく,小形安価であり,

間j妾冷却方式であるため点低計測動力がきわめて小さい｡

制御装置は,定速度制御,定電流制御および手動制御と切り換え

使用することができるよう構成されており,その制御要素には信転

任の高い高機能な磁気増幅器カミ採用されているので,非常に安定し

n37一

第16図 シャシダイナモメータプログラム制御盤
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本

PG

磁気演算

増幅器形

指令装置

第17図 スパーカレンダ一屯㌔も炉

制御系吉線図

電気品である｡

4.1.12 ゴム機械用電気品

ゴム製道鏡械用電気品として板束調帯株

式会社よりカレンダロール用電気品,カレ

ンダラインの速度協調用電気品を受注し納

入した｡カレンダロールは主電動機150kW

で発電機の電圧制御にIR降下補償を加え

た自動速度制御を行なっている｡舞柑図

にその概略結線を示す｡木設備は徐動速度

における安定運転と運転速度より非常停_1L

の場合ロールの%回転で臥止二するよう,磁

気演算増幅器による指令装il¥亡を用い,かつ

この指令装置を用いた,特殊非常停止回路

(特許申請中)を付加している｡

カレンダラインの速度協調用冠瑞品には

磁気演算増幅器を使用しカレンダとクーラ

間の速度差を積分制御することにより,カ

レンダとクーラ問に,常に不必要な張りや

Cl)E

Ⅴ八E

磁気演算

増幅器

指令装置

M

那18阿 ゴムカレンダーノ;電気炉

概略結線図

第19図

プログラム制御用磁気

J削百器キユーピクル

ゆるみが生じないよう制御するもので,実

運転により十分満足できる結盟を得た｡

4.1.13 電気炉のプログラム制御装置

タングステン焼結用電気炉のプログラム制御用として日本タング

ステン株式会社塩J京工場に花気炉プログラム了別御矧F亡を納入した｡

本装置は電気炉電源の投入から処理中の複雑な電流調整を経て電流

第20囲 新日本窒素株式会社五井工場納

空気輸送機用照明盤

を切るまでの過程をプログラム制御する｡プロ

グラム制御方式は所定の電流変化の図形をプロ

グラムシートに墨書きし,これをフォトトラン

ジスタを使用した検出器により検札 電流調整

するもので曲線,折線を含むどのような関数で

も設定可能である｡電流調整は磁気増幅器を使

用した無接点方式により誘導電圧調整器を操作

するものである｡切り換えにより手動および半

日動運転も可能である｡第19図は木制御用キ

ユーピクルを示す｡

4.1.14 空気輸送装置制御盤

サッポロビール株式会社目黒工場納澱粉(で

んぷん)空気輸送装f酌ま解袋ホッパから澱粉ホ

ッパ,さらにIH,新仕込室へと澱粉を輸送する

もので秤量機,カウンタなどを用いて,所定の

量を巨t動的に正確に輸送するものである｡制御

瑞面には撰作詩芹具を具備し容場に操作できると

ともに動作小の系統も明示される｡また新日本

窒素株式会社五井Ⅰ二切納め付正樹月酢と気愉送矧拝もfH戊樹脂の粉末

とペレットなどを窒素ガス,空気で各タンクに輸送する装置で制御

系統が1次,2次,製肌 剛文製占｢1の四つからなっている｡各系統

ごとに制御盤をもっているので休寸,点検は簡似であり,技侃 監

視はすべて照光盤でできるようになっている｡

4.1,15
一酸化炭素検出装置

名古屋一神J了間を結ぶ名神高速道路用の【一酸化炭素(CO)検出装

置を,京都一大阪の府境にある全長1,421mの天工Il_1トンネルに納

入Lた｡33年に,関門トンネルに2セット納入したものに続くもの

で,トンネル内のr｢l動車の排気で汚染された空気もに含まれる微量な

CO景を辿糀他に走最検出を行なうものである｡装ill･'亡の外観を弟21

図に,検J¶系統図を第22図に示す｡

第21図 一酸化炭素検出装置

峨叫川;

1言㌻i小海

【剛11｢;

チ宗取
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第23図 新標準開放形電動機

第25図 ポンプ用立形水冷IM

矧琵を大別すると,サンプリンタ部分,

分から構成される｡サンプリングは上り.

て行なわれる｡前処理部分ほ,H2S,SO2,

第24図 新標準開放防摘形電

動機(Uシリーズ)

第26図 大形かご形電動機

前処理部分,反応機階部

下りのトンネルに配管し

C12などの触媒苗を除去

するため冷却法を採用している｡今回のものは,さらに加湿器(有

毒ガス体を水に溶かす)を加えて過冷却による不合理をあらためた｡

反応部分は,CO→CO2になるときの酸化熱を熱電対により起電力

を得るようになっている｡装‡矧はすべて全日動運転で,CO量の遠

隔指示,換気機のための制御接ノ∴くをl勺蔵している｡おもな製作仕様

は次のとおりである｡

検 出 稲 田

時l川 連 れ

0～0.05%CO

90%検出値で約2分

4.2 誘導電動機

4.2.1一般用新標準電動機

国際的な電動機小形化の傾向に沿い,開放形および開放防滴形電

動機の小形新標準を完成,38年上期より全面的にモデルチェンジを

開始した｡寸法は日本工業会原準JEM-1160"高圧三相誘導電動機

(一般用)寸法”に準拠しており,冷却構造および各部の構造に大き

な工夫をほらいJEMより1～3段小さい枠(わく)番号を適用する

とともに保守点検が容易な構造とした｡

(1)開放形電動概

策23図はその外観で,従来のものに比べ平均15～20%重量が

軽減されている｡ベアリングカバーは上下に2分割され,カップ

リングまたはプーリを取りはずすことなくべアリングカバーが分

解できるので,点検やグリースの取り替えが簡一桝こできる｡実用

新案出願中で全機種に採用する予定である｡

(2)開放防摘形電動枚-Uシリーズ

できるだけ複雑さを排し｢†棉在な而と線で構成した近代的外観を

■有するとともに冷却構造にも人きな改良が加えられ,開放形同様

平均15%煎量が軽減されている｡このUシリーズ

には保{手点検に便利な理想的精進が採用されてい

る｡

(a)エンドブラケットをこづ割としカートリッ

ジベアリングを採用,負荷側,反負荷側ともに二つ

割なので分解,手入や組立がきわめて容易となり,

分解するたびにべアリソグのはめ合いがゆるくなる

こともなく,軸受箱を分解せずに電動椀の分解が可

能となる｡

(b)二つ割ベアリングカバーの採用,(開放形の

項参照)

(c)両側板着脱自在

電動機の両側板は通風口を設けた鋼板を固定子枠

にボルト締めしてあるので,これを取りはずすこと

により,電動棟内邦の点検清掃が簡一己郎こ行なえる｡

(d)ユニバーサルターミナルボックスの採用

端子指をハウジング上部に取り付け,取付座を正

方形として電動機の両側および反負荷側いずれの方

向にも配線できるユニバーサルターミナルボックス

を備えている｡この内部はケーブルの端末処理が十

分可能なスペースをとってある｡

4.2.2 大容量誘導電動機

設備の大形化に伴い,電動機の単機容量はますます

増大する傾向にあり,38年度も数多くの大容量誘導電

動機を製作した｡

TOプラント原料圧縮機用として東海製鉄株式会社

納6,100kW,2P巻線形誘導電動機がある｡本棟はわ

が何において2極機としてほ最大容量であり,各所にざん新な設計

が採用されている｡

そのほかTOプラントも含めた圧紡機用誘導電動機とLて,38年

度ほ1,000kW以上計6台延11,650kWを製作した｡

火力発電所用誘導電動機は発電所の容量増加に従い補機用誘導電

動機の容量も大形化している｡いずれもかご形で,給水ポンプ用と

してほ3,750kW 4Pl台,3,150kW 4P4台,2,650kW 4P2台

などかご形では特記すべき大容量機を製作した｡押込通風横川とし

でほ1.6nnkW.6P2台があり,全閉外扇尻外用誘噂電動機として

flミロすべき大形機である｡

循環水ポンプ用としてほ660kW22P2台,950kW26P2子㍉

1,200kW14P2≠子があり,古形の大容量誘導電動機を製作した｡

セメントミル用誘導同期電動機として製作した2,250kW8P2台

はセンタドライブ方式ミル駆動用としてほわが国最大容量機であ

る｡これをはじめとし同方式セメントミル用で1,700kW8P2台,

1,100kW 8P2台が製作された｡

都市ポンプ用には大形全閉クーラ付誘導電動機を多数完成した｡

1,500kWlOP2≠子のほか38年度には計10台総容量10,050kWを

納入した｡クーラを棋抱式にした特長があり,水で冷却しているの

で低騒音で静粛な運転が可能となった｡

4,2.3 防爆形電動機

化学工業界の最近の著しい発展に伴い,工場防爆用誘主淳電動機の

第27図 6,100kW2極誘導電動機
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需要が活発であった｡日立製作所においてはこの情勢に対応してい

くため,防爆形電動機の構造を改善し,カートリッジ式ベアリング

カバー,二つ割エンドブラケット,大形端子箱などを採用し,好評

を得ている｡

また本年度製作品中特に注目すべきは丸善石油株式会社納2,000

k町内圧防爆形かご形電動機であって,この種の電動放としては大

形に属し,工場防爆指針に準拠して設計されたもので,各所にざん

新な構造を備えている｡

4･2･4 ポンプ用誘導電動機

本年度ポンプ用電動機は水道の需要に応ずる給水設備用がおもな

ものであった｡また台数制御による自動運転が最近の傾向であり,

シリコン整流器を利用したクレーマやセルビアス方式による速度制

御によって高能率運転を行なう要求も増しつつある｡

水道施設の設置場所は人家に近接している場合が多いため,低騒

音が要求されるとともに,敷地難から地下にそのポンプおよび電動

機を設置して地上からこれを制御する傾向にある｡地下設置は室が

狭いうえ電動棟の排出する熱風は好ましくないので水冷却器を用い

た全閉水冷内気循環形が多く採用される｡横形電動磯でほ冷却器を

ベースの中に入れる方法が取られていたが電動機の軽量化と中心高

さを下げる意味から横抱式が多く用いられる｡

38年虔全閉水冷形誘導電動機のおもな納入品

① 大阪市水道局桜宮取水場納1,500kW,1,200kW,750kW

計4台｡

② 東京都水道局南千住浄水場納650kW3台｡

③ 横浜市水迫局納1,050kW,10極立形電動刷子引揚装臣付
●

3台｡

4.2.5 専用電動機

(1)プレス用電動機

自動車産業界がきわめて活発なためメカニカルプレス用として

100kW級大容量高スリップかご形誘導電動機が多数製作納入さ

れた｡大容量機にもかかわらず定格出力時のスリップほ8～13%

起動トルク,停動トルクほいずれも300%となっており,理想的

なトルク･スリップ特性を有し,かつ,次の特長を備えている｡

(a)高スリップ矧生を出すために回転子バーを高抵抗にして

あるので一般品より大きい熱損失を生ずるので,回転了･バーを

凹形とL通風孔を設けるなどの直接冷却構造を採用し温度上昇

を低く押えている｡

(b)そのほか4･2･lで述べたUシリーズ電動機の諸特長を具

備するものである｡

(2)冷凍機用液冷形電動棟

ターボ冷凍機用電動機としてはすでに開放防滴形サイレンサ付

(EFUN-EQI),全閉水冷形(TFW-EQI),およびハーメチックタ

イプの全閉ガス冷却式(TFLH-KK)が標準シリーズとして量産

しているが,今回新たにハーメチックタイプの全閉液冷形(TLQ

第29図 新形交流エレベータ

用電動機

-KK)電l動機,125kWおよ

び330kW2極,3,000V級

を完成した｡弟28図に全閉

ガス冷却ハーメチックモータ

の外観を示す｡

本機は両軸端にターボ圧縮

機の羽根車をオーバハングす

るもので冷凍機の冷媒液を直

接電動機内部に導入し,液の

蒸発潜熱により冷却させるも

のである｡電動機内部の鉄

心,巻線などは直接冷媒液に

第46巻 窮1号

第28図 HCR(ハーメチックタ

ーボ冷凍機)用三相誘導電動機
50kW TFLH-KK2P400V50

/60へノ

ふれるのでその材料には特別な考慮が払われている｡本棟の特長

としてほ,

(a)液冷式で冷却効果が非常によいので従来のガス冷却式に

比べて一段と小形軽量化されている｡

(b)全閉形で冷却フアンをもっていないので騒音は非常に低

い｡

(c)Y-△起動方式を採用し,起動特性は良好である｡

なおビルディソグの配電電圧が6,000Vに移行しつつあること

にかんがみ,ハーメチック形6kV級の試作を完了した｡冷媒に

害を与えるコロナが発生しないようコイルに工夫が払われてい

る｡

4.2.d 新形エレベータ用電動機

エレベータ用電動機の新シリーズが完成した｡新シリーズは従来

の10機種のほかに,新たにアパート向簡易エレベータ用3.5kWシ

ングルスピードを加え11機種とし,全面的に設計変更を行なった｡

その特長はトラクションマシンと組み合わせ一体化した状態での小

形軽量化に重点をおいたことである｡おもな改良点は(1)絶縁

をエレベータ電動機用として新しく開発したEクラスに引き上げた

(2)直結側エンドブラケットを廃止しトラクションマシンにオー

バハングさせた(3)ころがり軸受を使用し保守を容易にした(4)

極数変換時におけるうなりを小さくするよう考慮したなどである｡

新シリーズほ従来のものと比較して電動機側で15%の重量軽減と

なり,据付面積も大幅に減少した｡

ム2.7 超耐i塁絶縁電動機

電動機用超耐湿絶縁としてシリコーンゴム絶縁とエポキシ絶縁が

開発されている｡シリコーンゴム絶縁は多層に巻かれた自己融着性

シリコーンゴムテープをキュアとして一体層としたものであり,

(1)ポイドがなく誘電率が′J､さいのでtan∂は小さく,その電圧

特性は平坦である｡(2)耐熱性にすぐれH種に使用できる｡ま･た

(3)耐湿性がきわめて高く耐薬｢馴生にもすぐれている｡

エポキシ絶縁は多層巻したマイカに無i容剤エポキシレジンを真空

注入し硬化させたものであり,この注入がコイルをコアに組み込ん

第30岡 シリコンゴム紐緑電動機の固定子
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ボウリングマシン用電磁ブレー

キ付コンデンサ起動単相誘導電動機
EFOU-KR O.56kW 4極
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第33図 ウインチ用正逆転

反発起動単相誘導電動機

TFO-KS O.75kW4P

でから行なわれるため,(1)コイルは接続部も含めて超耐湿性を示

し,(2)コイルからコアへの熱伝導などが良好になるのでコイル

の温度が下がる｡また(3)コアはエポキシレジンで感度に接着さ

れ,エポキシレジンが同時に防食塗装の役割も果す｡(4)耐熱性

はF種まであり,(5)絶縁破壊の強さ(kV/mm)もきわめて高い｡

こうした特長から全閉形は不要となる傾向にあF),電動機は急速に

小形･軽量化されている｡

4.2.8 ボウリングマシン用モートル

遊戯のボウリングに使われるボウリングマシンには,一般に4種

のモートルが使用されるが,おのおのその機能に合った特殊設計の

ものが必要とされる｡大福枚工納ボウリングマシン用モートルの例

では,単相200V電源のため,コンデンサ起動単相誘導電動機が採

用された｡スイープ用の0.2kW,パワーリフト用0.56kWは特に

起動トルクの大きい,高ひん虔に耐える特殊設計のもので電磁ブレ

ーキ付である｡
4.2.9 正逆転単相モートル

単相電源で使用するウインチ用としては,起動トルクの大きい反

発起動単相誘導電動機で,電気的に正逆転のできるモートルを開発

した｡一般に反発起動の場合は,ブラシの位置を枚械的にずらして

反転させるのであるが,これを電気的にやるた捌こ,正転用逆転用

のブラシを設け,それぞれからリード線を出してこれを短絡させた

り離したりすることにより,正逆転を可能にしたものである｡

4.2.10 特殊用途の水中モートル

ビルの各種用途の送水ポンプに,浄化槽の汚水排水ポンプに,ま

た農業用として河川よりの取水ポンプなど各方面に水中モートルポ

ンプが多く使用されるようになった｡これらの用途に適した次のよ

うな特長をもっている水中モートルを製作している｡

(1)全密封構造の清水封入形を採用しているので取壊用水に左

右されない｡

(2)絶縁軸受など特殊処理をして,高信煩性をもつ｡

(3)小形で据付も簡単であり水中使用のため据付面積をはとん

ど必要としない｡

(4)ポンプと組み合わせた場合の総合効率が高い｡

最大容量50kW8Pまで製作納入されている｡第34図に汚水ポ

ンプ用標準水中モートルの外観を示す｡

第34図 汚水用水中モートル

VTトKK5.5kW4P

4.2.11特殊ICモートル

無段変速モートルとしてICモートルが多数使用されているが,次

に示すものは特殊仕様のICモートルである｡

(1)速度検出用発電機内蔵形ICモートル

速度検出用発電機(PG)をICの出力軸に取り付けて内蔵し,し

かも,PGを高性能の交流発電機方式として保守点検の簡単な構

造とした｡弟35図にその外観を示す｡また,この構造で全閉防

爆形も製作納入した｡

(2)インダクションブレーキ内蔵形ICモートル

高精度のトルク制御を行なったり,制動トルク制御をICで行な

う場合,インダクションブレーキ(IB)を内蔵したICモートルが

使用され,直流機と同程度の高性能が得られる｡これは圧延機巻

取機用として最適であるため,15kW以下で数台納入されてい

る｡

4.2.12 クレーン横行走行かご形モートル

従来のクレーン用モートルには巻線形モートルが多く採用されて

いたが,今回横行,走行用に適するかご形モートル(マグネトロモ

ートル)を開発した｡このモートルは二次導体に磁性導体を用いた

もので,起動トルクほぼぼ200%',起動電流ははぼ350%でしかも

定格時のすべりは小さい｡特性は巻線形電動機に匹敵するもので,

起動ひん度の高い運転に機械的にも電気的にも耐え,加速トルクの

大きいことが特長である｡

4.2.13 偏平モートル

工作機械の小形化,デザインの進歩にともなって,これらに組み

込まれるモートルに,機械とよく調和した,撥械からの突き出しの

少ないモートルの要求が多くなってきた｡これらの要求にこたえ

て,汎用品と比べて,軸方向寸法の非常に短い,フランジ取付のモ

ートルいわゆる"偏平モートル”を開発した｡このモートルは汎用

フランジ取付のモートルと比較して,軸方向の寸法が約00%にな

っており,外径はほとんどかわらない｡弟37図は2.2kWVTFO-

K4P偏平モートルの外観写真である｡

第35図 PG内蔵形ICモートル 第36図 てグネトロモートル

3.7kWICモートル 5kW TO-KK6｡6桂
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第37図

2.2kW VTFO【K 4P 第38図 超高性能精紡用モート

偏平モートル ル11kW SO-KK4P
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オープン形モートルフ

ロワ1.5kW20m3/min170mm
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第40図 リクレーマに取り付けられた防食形モーー､′Lゾーリ

第41図 ブレーキ什ギヤモートル TFOG-KV

200V50′､0.75kW6P25rpm

4.2.14 紡績用超高性能モートル

精紡用モートルは一工場内の使用台数が多くその電力消費量も人

きいので経費節減上高能率であること,また温度上昇も室温調節を

容易にするためなるべく低いことが要求されている｡今回東洋紡績

株式会社より受注した11kWSO-KK4極モートルに対して,数々

の改良を図り鉄損銅担および機械損を極力小さくした結果,効率

95.6%温度上昇約35℃の超高性能モートルを完成した｡第38図は

その外観である｡

4.2.15 モートルブロワ

モートルブロワは,精紡機に取り付けられるニューマチッククリ

ーナの吸引用に多く使用され,スパイラルケーシングのない特殊な

形状のものが用いられているが,その騒音の低下と効率の向上を巨l

ざして改良を進め,新形1.5kWモートルブロワを完成,アラブ連

合へ数百台納入し,所期の成果をおさめた｡

また,このモートルブロワほ一般用としても有用なもので,n.4,

0.75,1.5kWの標準傲種があり,伸長が大いに期待される｡

4.2.1占 防食形モートルプーリ

硫化鉄鉱を運搬する口立集注作所亀有1二場製200t/hクローラ付リ

クレーマのコンベヤ用とィLて防食形モートルプーリを2台受拝し,

栗林商会へ納入した｡このモートノしプーリほ構造,材質などすべて

の点で防食性を強化してあるため,腐食性ガスのふん節気中で使用

しても長期間,分解手入れの必要がなく連続使用が可能である〔

ム2.17 ブレーキ付ギヤモートル

ブレーキ内蔵のヂヤモートルは,ゲート幽閉など広範囲に駕要が

増しつつあるが,今回ヨーン形ブレーキの小形化によって,標準仕

様の減速装置との組み合わせが吋能になり,メこ容積が70′､80%に小

形化され,標準ギヤモートル並に,扱いやすいものとなったので,

各方面でこれまで以上の需要の伸びが期待される｡

ん2.18 SÅ2形ブレーキ付モートル

工作機械,一般産業用として開発された,小形軽量でブレス構造

を取i)入れたオーバハング形電磁ブレーキ(形式MS-SA2)を取り

付けたブレーキ付モートルが標準化された｡SA2形は制動力0.4,

第42L当 MS-SA2付プレーーキモ

ート/しTO-K
O.4kW4P

0.8kgmの2フレームを標準とし

ており,モートルの特性は汎用と

同一となっている｡

4.2.19 流体継手付ギヤモート

ノレ

コンペヤ,かくはん槽などの駆

動にほ,ギヤモートルが多く使用

されるが,材料によっては,始動

時または運転中にロックしたり,

急激な衝撃をうけることがある｡

このような場合,モートルを保護

するため,流体継手の使用が望ま

しく,これらを一-･体化した流体継

手付ギヤモートルを開発し,日清

製油株式会社その他に多数納入し

た｡

4.2.20 製鉄所用モートルロー

ラ

モートルローラは,既設品が好

調なので引き続き,新,増設分が

納入されている｡特にホットソー

前後面など,寸動,急停止を必要

とする部分にほ,電磁式ブレーキ

付のものが喜ばれ,その用途に応

じて,軸l古憧式,軸担】転式のいずれかが選択されている｡堅ろうで,

性能が高いというので好評を博している｡本年度の製作実績は次の

とおりである〔

軸固定式 55台(内ブレーキ什25台)

軸回転式 45≠}(内ブレーキ付30台)

4.2.21輸出モートル

アメリカIBM社へ電十計算枚用特殊モートルを輸出する交渉が

昨年来進められていたが,今回数機種についてサンプルの承認が得

られその-･部を受拝して納入した｡本機ほ%HP全閉外扇防振形

コンデンサ起動モートルで,厳格なIBM社規格とNEMA規格に

㌦÷′〆｢ア
㌦

′.J

第43図 製鉄所用モー｢′Lローラ RG-601.5klⅣ6P F種

300¢×600/191rpm

泌:≡‾∫

′.一瞥･笥
畷 撃琴竿

′〆

第44図 アメリカIBM社納全閉 第45図 400Wクラッチモー

コンデンサ起動モート′し1/3HP トルCLME--K 2極

TFNO-KR 4極
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第46図 携帯用テー

プレコーダー用マイ

クロモートル(シー

ルドケース付)

第47図 携付用テーゾレコー･-′グ

ー川マイクローt･一トル(シール
ドケースなし,ポー′しベアリン

グ使用)

適合する高性能のもので次の特長を備えている｡

(1)IBM指定寸法に対しかなり小形な寸法に設計されてい

る｡

(2)絶縁性能がよく,漏えい電流が特に小さい｡

(3)IBMおよびNEMAに規定された諸性能はすべて満足し

ている｡

輸出製品としてクラッチモートルが急伸したり 機樺としては

200W,400Wの三相単相2極のものが多い｡

4.2.22 マイクロモートル

38年度日立においては最小のモートルであるマイクロモートルを

開発した｡マイクロモートルほ永久磁石界磁方式の直流電動機で｢口Ⅰ

転数を一定に保つためにガバナがつけられている｡冠仕は4Vから

12V,トルクほ20g-Cm以下,卜〕1転数ほ2,OnOから3,000rpmの範

囲のものである｡外径寸法は30ゥう以卜,全長60mm以下,軸行は

2¢くらいのものである｡このような超小形ガ/ミナ付向流電動依は

最近国内外において需要が多くなる気運にあi),おもに携帯用テー

プレコーダ,8mmシネカメラ,携帯用プレ】-㌣および精密機器な

どに使用される｡特長はつぎのとおりである〔(1)整流装掛こR‾1一_･仁

独臼の貴金属刷･r･を採用しているため,長寿命である∩(2)この穀

金属の刷子の採用と超精緒級の_l二作技術により機械的損失が小さく

効率が高い〔したがって電池電淑の消耗が小さい〔(3)ガバナに遠

心力ガバナを採用してこお声),各種負荷条件にてlソナさせてあるので

:--一題

第48図 ハイ カット付分相モー

トル200W EFOU-KTPA4梯

第51図 ミキサ用立形分相モー

ト′レ200W VEFO-KT 4極

第49図

二/ うニ ー一

4樗

高精度の制御性を有L,テープレコーダに使用される場合WOWが

きわめて小さい｡(4)必要に止てじてシー′しドケースをつける構造に

なっており,磁与川勺ノイズが小さい∩(5)耐湿耐熱性にすく-､れ,振

動や衝撃にも十分耐えうる柄造になっている｡

4.2.23 汎用モートル

り)l了た独特の刀式による高性能の過負荷保護リレ叫(繭r枯名

ハイカット)付モート′しを完成し量産にはいった｡ハイかソト付

モートルはl′1動役帰形と手動復帰型の2種類に分けられ,前者は

モートルに内蔵され,後者はモートルとほ別に取り付けられる｡

日動復帰形ノ､イカットモートルは,ディスク形バイメタルがコイ

ルエンドに近接して設けられ,バイメタルおよびヒータを流れる

モートル負荷電流による発熱と,コイルの温度上昇の影響をうけ

てハイカットが動作するため高感度の保護が可能である｡またモ

ートルにターミナル盤を設けたので外部への配線も簡単にでき
る｡

手動復熔形ハイカソトはポンプモートルなどの拘束保護を目的

に作られたもので,任意の位一酎こ取り付けた復帰ボタンを押すこ

とにより目的が達せられる｡

(2)進相コンデンサー体形単相モートルとして200Wおよぴ

300Wコンデンサ起動の2機種を完成生産を開始した｡いずれも

高力率で電流が小さく運転特性が良好である｡

4.2.24 小形専用モートル

ポ丁年斑の鋼板フレーム汎用小形モートルシリー■ズの完成に引き続

いて,小形峠量で応用変形自由な特長を生かして鋼板フレームの中

川モート′しを数十機種完成した｡これらのモートルはいずれも標準

のフレーム(外径96mm,120Inm,142mmの三種類)を採用して

おり,出力20W～300Wの単相,三札 各種の範囲恥こまたがって

いる｡特に中本目関係でほ標準ベースの横形のほかにフランジ形,防

振形が伸長し∵た〔また洗i雀機用モートルとして特殊構造の謀形鋼板

フレームモートルを製端化し,人幅な小形軽量化に成功した｡

クラッチモート′しは200W以卜の標準機種については独白の定

電肝ランプ1‾馴京丁トードを1言せ=-たほか,市場の要求を満たす諸種の改

分柏起動コンテン+1∴ラ

′し 20()W EFOtトKN

第52図 洗継.機用鋼枇フレーームモートル

80W VS-KP 4極
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第50岡 /こ-ナ用フランジ形分
相モート′し10〔)W YEFO-KT

4椅

第53図 起動リレー式防振形分相モートル

65W EFKOU-KT 4極
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第54囲 低騒音フアンモートル25W TNO-

KP 4極

立 評 論

第55図 フアンモートル速度

調整器

良を施した｡なお400Wクラッチモートルはシンガーミシンの要

求を特に織り込んで小形軽量化を図るとともに操縦性,耐久性に重

点を置いて新形の製品化を行なった｡

4.2.25 低騒音小形モートル

冷暖房機ユニット用ファンモートルとして,新たに開発した特殊

ボールベアリングを使用した低騒音フアンモートルを完成した｡本

機は4極ないし6極の防振形コンデンサランモートルで,リアクク

またはオートトランスにて変速できるモートルである｡本棟の特長

は

(1)低騒音特殊ボールベアリングを開発し,従来のメタルを使

用するときのように注油の必要をなくした｡

(2)防振構造に特殊な考慮を払い,ベースに伝ばする振動を著

減させた｡

(3)回転子導体に特殊の導電材料を使用し,変速に好適な速度

回転力特性を得た｡

(4)速度調整器,変速スイッチ,リアクタ,オートトランスな

ど付属品の改良を行なった〔

以上によって本機はメタルを使用したモートルと同等の低騒音特

性を得ることができ,暖冷房ユニット製品の業界で好評を博してい

る｡

4.3 直 流 磯

4.3.1直流轢および電気動力計

経済界の不況により生産高ほやや低調でほあったが,数多くの技

術的進歩をとげた｡

直流機の生命は整流といっても過言ではないが,その改善のため

改良形タンデム刷子の大幅な拡張を図り,整流子荒損防止を目的と

した特殊含浸刷子の開発,刷子交換を容易に行なえる取付方式の改

良などが行なわれた｡また高速大容量直流機の製作限界を拡張する

ため,二重巻線形直流機の製作を完了した｡

整流とともに問題になる絶縁に関しては特殊エポキシワニスを開

発した｡特に海岸地帯,高温多湿地帯に納入される直流機は本ワニ

スの使用により絶縁抵抗が大幅に改善された｡

用途別に技術的発展の跡をみると,まず圧延用電動機において従

来に比を見ない低重量,低慣性能率の12,000HP分塊圧延用電動機

の製作に成功した｡セソジマミル巻取機用電動機の直結入切のため

のリモートコントロール式ギヤクラッチの採用,コールドタンデム

シル用電動機の整流子通風に対して局部冷却方式の採用などが注目

され,さらに4重冷間可逆式圧延機用電気品においては制御格子付

シリコン整流器(SCR)の使用により電動機以外のすべての回転機

(たとえば発電機,励磁機など)は皆無という最新方式の製作が行な

われた｡

製紙,繊維工業関係直流棟にほ,広範囲の速度制御が要求され,

これに答えるため直流ギヤードモータの標準仕様,標準設計を完了

するとともに,ギヤ部分には,自己給油による新しい方式を開発し

第46巻 第1号

た｡

一般直流機のように電動力発生とともに,計器とし

ての精度が問題となる直流電気動力計では揺動,軸受

部の構造,給油方式,あるいは冷却風通路の改良,水

銀端子方式などによる測定精度の向上を達成した｡ま

た渦流電気動力計においては,独得の間接水冷方式に

より,従来の直接水冷方式におけるような水撃作用を

皆無とし,測定精度が高く,最低計測動力が小さい方

式を完成納入した｡

超大形水車交流発電機用励磁機には,刷子ダスト除

去用として新形のエアフィルタ付閉鎖通風循環冷却方

式を採用し,保守点検の便を囲っている｡

4.4 制 御 器 具

4･4･l150仙VÅ高圧電磁接触器

大きい遮断容量を有し,取扱保守がきわめて簡単で,高ひん度の

使用に耐える電磁接触器は一般の電動力応用における多年の夢であ

ったが,これを満足するものとして遮断容量150MVA(対称値,
6,900Vまたほ3,450Vにおいて)を有する電磁接触器を開発し,す

でに数十台納入した｡

形 式

操 作 方 式

定 格 電J干

定 格 電 流

遮 断 容 量

動 作 責 務

機械的寿命

電気的寿命

最大電動機容量

おもな仕様は下記のとおりである｡

GFHS150-3S GFHS150-3S

直流分路引きはずし

6,900V,3,450V

400A,400A

150MVA,150MVA

CO-2分一CO-2分-CO

lOO万同以L

lO万回1よ上

3,000kW,1,500kW

弟5る図に外観を示す∩

4.4.2 シリコン･トランジログ

さきにゲルマニウムトランジスタを使用した論理制御素子トラン

ジログ(Transilog)を開発し,制御技術に革新的進歩をもたらし,

圧延棟,工作枚のプログラム制御,セメント,自動車製造工業など

の総括制御に好評を博しているが,今回許容周囲温度の拡大,耐雑

音レベルの向上,信板性の向上を図り,シリコントランジスタを用

いたシリコントランジログ(Silicon･Transilog)を開発した｡その外

観を第57図に示す｡

シリコントランジログの特長は,

(1)許容周囲温度は一20～＋65℃でほとんどの場合に冷房装置

叫蓋琵挺

第56図150MVA高 第57図 シリ コン･トラソジロ

圧電磁接触器 グ

ー44---
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第58図 メタロースイッチシリーズ

(左からKLS-Mol,KLS-M12,KLS-M2l,KLS-M31)

を必要としない｡

(2)自己バイアス回路方式を採用しているので電源は1個です

む｡

(3)トランジスタの許容温度にたいする余裕が大きく,ゲルマ

ニウムトランジスタ式に比較して信煩性が向上した｡

(4)電源電圧を24Vとし,耐雑音レベルを向上した｡

(5)回路部品をすべてモールド化し,耐振,耐湿,耐ガス性に

すぐれている｡

シリコントラソジログは,(1)論理制御素子,(2)特殊論理制御

素子,(3)相似形制御素子,(4)付属素子に分かれ,おのおのは

数種類の素子から構成され,あらゆる組み合わせが容易である｡

無接点制御素子は今や電動力応用技術の必須要素であり,許容周

開温度が広く,比較的低廉であるので,産業用制御素子として広い

応用が期待される｡

4.4.3 メタローチスイッチシリーズ

メタローチスイッチ標準品を発表以来,高感度品を要求する声が

高いため,新形3種を開発した｡この結果ゲルマニウムトランジス

タを使用したメタローチスイッチシリーズが完成した｡これらの形

式と動作距離ほ次のとおi)である｡

(1)形式KLS-Mol(標準ぷl)

(2)形式KLS-M12(新 形)

(3)形式KLS-M21(新 形)

(4)形式KLS-M31(新 形)

動作距離 7±2mm(25℃)

動作距離25±5mm(25℃)

動作距離40±5mm(25℃)

動作距離60±5mm(25℃)

新形3種の動作距離以外の特性は標準品と全く同一で,モールド

構造のため振動,衝撃に強く,高速度,

特性止入
記憶素子

誤差信号

Rl

定数回路

¶
Rz

ヒタログ

アンプ

輔還信号

Rl
下
R2

ヒタログ

アンプ

高ひん度の制御に適してい

正転用

Ctt

用転逆

第59図 サソプリングコント ローラの構成

ヒ
タ
ロ
グ
ア
ン
プ
特
件
一
仙

第62図 SCR インノミータ

器 45

る｡用途は移動台車の検出,塗装製品の検出,缶の流れの検出など

比較的大形の金属体の検出に使用される例が多い｡

4.4.4 サンプリングコントローラ

水圧,流量,水位,風量など時間遅れの大きな制御系のON,OFF

制御に用いられ,電動弁や操作電動機を間欠制御し,寿命,価格,

制御の安定性にすぐれている｡制御偏差入力£の極性に従って2個

の記憶矧生を持ったヒタログアンプの一方が動作し,偏差絶対値に

比例してON時間幅とその周期が変わる｡したがってON-OFF制

御でありながら,微分動作を含む比例制御となる｡ヒタログアソプ

ほ交流補助接触器(WM-8A)を直接駆動する｡回路構成は簡単で,

小形リレーや弱電部品は用いないので,きわめて信板度が高い｡

4.ん5 SCRインバータ

国鉄の一般客車の冷水器には,従来氷が使用されてきた｡しかし

氷や水の補給がやっかいなばかりでなく,衛生的な問題もあるので,

電気式冷水器が要望されていた｡この要望に答え,24V蓄電池電源か

ら電気式冷水器および飲料水殺菌装置用の100V交流電源を得るシ

リコン制御整流器(SCR)を使用したインバータを開発した｡

SCRインバータはインバータ本体,不足電圧検出装置,補償器お

よび制御リアクトルから構成されている｡弟d2図はその外観を示

したものである｡

本インバータの特長は次のとおりである｡

(1)抵抗負荷のみならず誘導負荷の電掛こも使用できる｡

(2)無負荷から定格負荷まで転流コンデンサを切り替えること

なしに安定確実に運転できる｡

(3)誘導電動機の起動電流に耐える｡

(4)定常電源電圧変動22～26V,過渡電源電圧変動14～26V

(0.5秒以下)の広範閉の変動に耐える∩

4.4.る ロッタリレ一

件電の際,停電前の枚器の動作状態(ONまたほOFF)を電源回

復後も再現するもので,磁気鉄心の記憶特性を利用している｡停電

が長時間に及んだときは,コンデンサにより押ボタンまたはタイム

リレ一によって,電源回復後ONとしないこともできる｡停電前の

状態の記憶は放置すれば半永久的であり,可動部分を用いないから

入ノJ(言ダミ黒信号一掃還†言寸)

丁

∴十

l
l

-一一一一

---⊥--- -----トーーー _▲--⊥---
-一一--+一-

l

(1

L

r
十
l

出力

n〔)

r‾)ト喜
脚i】｢;･
十ト(〕モ､F帖Hi】

【 L

第60図 サンプリングコントローラの特性

交流電源

u

_翌
響磁気増幅器式
記憶素子

タイムリレー接点

Ry

(a)ロックりレ一回路

第63図

-45一

[二
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OFF

時描J

時間第61図 サンプリソグコソトロ

ーラ

ON人力有

ON人力なし

OFF人力有

OFF入力なし

出
力

B A

入力

(b)記憶素子特性

ロ
ックリ

レ ー の 原理

ON:A-B間

OFF:C-D間

巌H
(c)磁心特性
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第64図 ロックリレーの外観

進如才旨
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第65図 凧冷式光電検Fli器

‡川ト

第66図 備えい検ill器のブロッ

ク回路図

第67図 掃えい検出器前面外観AR-4形

故障がない｡

電 源

接点出力

100/110V,50/60c/s

la,DCllOV O.5A,220V O.2A,

AC 200V 5A

4.4.7 光電検出器

工業用位置検出器として特に開発されたもので,シリコン系光導

電素子とシリコントランジスタ阿路により構成されている｡使用場

所に応じて防じん,防水,風冷,水冷などの構造をとり,過酷な使

用条件にも十分耐える｡主として製鉄工場にお

いて赤熱鋼材の自動プログラム圧延,自動定寸

切断,ループ制御などに用いられる｡投光器と

組み合わせてコンベヤ上を流れる製品の無接触

計数や各種の安全,警報装置にも用いられる｡

弟占5図に風冷式光電検出器の外観を示す｡

4.4.8 漏えい検出器

低圧非接地式配電線の接地漏えい検出および

漏えい祇抗測定用で配電阿路の接地保諮用とL

て用いられる｡

葬るる図にプロ､ソク川路図を示す∩ 幣流器

第46巻 第1号

RECで得た直流電圧を検出各要素を経て

配電線に印加する｡配電線に接地漏えいが

発生するとREC(＋)→MA一VRl→L→R

一配電線一接地漏えい抵抗Rg一接地端子

E→REC(-)なる直流回路が形成され,■接

地漏えい抵抗Rgおよび検出値設定用抵抗

器VRで定まる直流電流が流れ,磁気増幅

器MAの動作電流に達するとMAが動作
/‾‾＼

して電磁リレー(Ry)を作動し,配電線の
＼､___/

遮断器を閉路する｡また押ボタンスイッチ

BPを押せば上記と同じく指示計⑳を含む直流回路が形成され,㊨

に電流が流れ,Rgの値を換算目盛で直読できる｡

木器の特長ほ,(1)恒流検出であるため配電線の対地静電容量の

影響を受けない｡(2)磁気増幅器で電磁リレーを動作さすので,電

磁リレーは高感度の必要がなく棟械的に堅ろうであればよい｡(3)

随時漏えい抵抗値の直読ができる｡

本器の仕様は下記のとこおi)である｡

配 電 線 電 圧

検出漏えい抵抗値

漏えい抵抗直測定範囲

200/220Vまたは400/440V,50/60～

2.5～15k幻可変

0～100kn,20～1,000kn.

4.ん9 鋼板検出器

熱間托延の眉終丁程で,銅板の計数などに使用される｡作動原理

ほ托桁?とち毛をノズ′しから吹き上げ,空気の流れをスイッチアームが

受けて偏位し,鋼板がノズルの七にくると空気の流れをさえぎって

スイりチ7-ムが外プJを失い,耐熱形スイッチを開閉するもので,

接瓜まAC600V5A,単極双投である｡圧縮空気は圧力5kg/cm2

(風量1m3/min)で,鋼板温度1,000℃以下に適用される〔

4･4･10 W山一8A形交流補助接触器

交流何路の接触器として,また制御回路用補助接触器として用い

られるもので,A級1号1種の性能をはるかに_Lまわり,1秒に1

桝開閉のインチングにも十分耐える｡小形軽量で接点数は5a,3b

を有し,インチングまたはプラッギソグの場合でも220Vにおいて

2･2kW,440Vにおいて1.5kWの電動機に使用できる｡高ひん度,

垂負荷において特にすぐれた性能を備えている｡

4.4.11電極式液面リレー

(日立商品名 フロートフリースイッチ)

従来,一般に用いられて来たフロートスイッチに代わる電極式,

液面リレー(フロートフリースイッチ)を開発したっ本スイッチは

次の特長を備えている｡

(1)フロート機構を除き,′+､形化と同時に長寿命になった｡

(2)取り扱いおよび取付工事が非常に容易になった｡

(3)電極は二本式で,配線本数が少なく,誤配線の心配がない｡

(4)電極取付ほ,つり下げ,フランジ取付とも同一保持器でで

きる〔

遷■男■ち
意･蒜

選

鸞
療済㌫品壷誠畠～､‾γ-‾‾■叫､､題〝___人､___

"戚義一0■=′==洲･

零≡･毒･≦=･〉嘘盃翁頭一;･Jミニ‾七‾‾ぜ‾‾

腎‾

第68図 鋼 板 検 = 器
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第69図WM-8A交流補助接触器
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4.4.12 新形ヒューズフリー遮断器

従来より生産されてきた50Aおよび100Aフ

レームヒューズフリー遮断器を小形化L･たB-

50AとB-100Aフレ叩ムヒューズフリー遮断器

および265V級回路用単極のK2+SFの3機種

が完成した｡B-100Aフレームは,従来の100A

フレームに比較し寸法で49%に小形化され,性

能ほ従来のものとほぼ同一である｡K2此SFは

JEM-Rによる協約寸法のもので,さきに発表

した100V級K.-SFの姉妹品である｡

4.4.13 横種充実したマグネットスイッチ

力

従来,6,10,15,30,60,120およぴ250の

6機種だったD形マグネットスイッチは,次の

ように拡充および改良された｡

(1)最小フレームとして開発されている6

形を200V級1.1kWから1.5kWに格

上げした｡

(2)10形を15%'小形にし,しかも補助接点を追加できるよう

にした｡

(3)75形(200V級19kW)および150形(37kW)を新たに開

発した｡

(4)250形を,コンデンサそう入法によって軽量化し,従来の

60%にし,収り扱いの触をはかった｡

なお,6月には,世界で殻も厳しいといわれているカナダCSA

規格に,わが国でほじめて合格Lた｡

ム4.†4 新形サーマルリレー

マグネットスイッチに組みこまれる,モートル焼出陳護川サーーて

ルリレーが大幅に小形化された｡その形式は,TR15F-RDCおよび

TR75才一RDCで,従来形と比べたときのおもな利点ほ,次のとおf)

である｡

(1)重量ならびに取付面積が従来の60%以下に小形化された｡

(2)トリップ(動作)表示器が新たに設けられたので,すぐ動作

の判別がつくようになった｡

(3)モートルを保護するだH-でなく,トリップを警報する接点

(つまりa＋b=C接点)も,つけられるようにしたので便

利になった｡

なおこれらのリレーは,つぎのマグネットスイ･ツチにつけられて

いる｡TR15F-RDCは,6,10F,15F,120,150および250形

TR75■∫-RDCは30,60および75形っ

.4.4∴】5
新形盤用操作具および表示灯

ん

制御髄,操作盤などに多数使用される髄用脱作詩:りもお

よび表示灯の全機種について新形をンヒ成した｡

新形のおもな特長および喚良点は次のとおi)である｡

(1)締付リングは堅ろう=‾な金属製で完全な防食メッ

キが施してあり,美麗な外観を有している｡

(2)回り止め金具によって確実に取り付けられる｡

感(._声)ボタンおよびツマミ.､の色が鮮明で盤とよく調和する〔

ん4.1る 表示灯付K形スイッチ

220V,2.2kW以下の三相誘導電動機の起動停止や15A以下の壬Lt

抗負荷の入切に使用される電源表示灯を備えた閉鎖形(SKL2-T)お

よび閉鎖埋込形(GSKL2-T)の2種類が完成した｡

これらは学校の教材用木工機械,工作機械などに多数使用され

′ト形で開閉容量が大きく,媒作が軽快で表示灯がついていて安全で

あるなどの点から,一般用にも需要が多い∩

ん4.け ス/くイラル形電動加減抵抗器

霜口三.電流などの日動制御系に使用される電動式加減抵抗認iであ

応 機 器 47

第71L窒lヒュ】ズフリー遮断岩詮(左 30AフレームK2

形SF式 心100AフレームK形TF式)

第70図 フローートフリースイッチ箱および電極外観

第72図 機柁充′七したてグネ､ソトスイッチ

第73図 ′+＼形化したサーマルリレー

靡靡 済

第74図 新形盤用操作器および表示灯

済

第75[朝 表′J七灯什K形ストノチ(GSKIノ芝-･･TおよびSKL2TT)

】 47-
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第76図 スパイラル形電動加減
抵抗器

第77図 モートルオーバハング

形電磁ブレーキ(MS-SA2制動

力,0.4kg-m,コンデンサモー

トルに取付け,カバーをはずし

たもの)

第78図 励磁制動形直流ディスクブレーキ

(形状MN-SD フレーム番号NDlOO2,ND701)

る｡近来,自動制御要素として動作ひん度が高く,しかも高寿命で

確実な動作が要求され,これに合致したものとして木器が開発され

た｡その特長は,

(1)小形軽量で据付面積が小さい｡

(2)可変段数が非常に多く密なる調整ができる｡

(3)長寿命で動作は確実である｡

(4)主要部分が前面に集中し,保守点検が容易である｡

(5)操作電動機にほ発電制動方式を採用し,すべりはない｡

(6)可調整接点は多数連動し,かつ接点の調整が容易である｡

(7)乱調防止用指連発電機を直結している｡

などであり,その仕様は次のとおりである｡

形 式

段 数

定 格

可変抵抗器容量

固定抵抗器容量

電 動 機

M-R

350タップ

1A以下,600V以下

150W

300W

65W DCllOVまたは220V

ん4･18 モートルオーバハング形電磁ブレーキ

形式仙S-SA2の完成

工作幾枚,一般産業機械向の特に小形軽量の電磁ブレーキとして,

今回ほとんどの部品にプレス構造を採り入れたモートルオーバハン

グ形電磁ブレーキ,形式MS-SA2を完成,大福機工株式会社製ボウ

リングマシン用として多数納入した｡本ブレーキは単相電源で動作

するもので,製品のバラツキが少なく,従来の同一制動力を出すブ

レーキと比較し,重量で約45クg,容積で70%と小形軽量化されて

おり,保守点検も便利な構造となっている｡

人4･19 励磁制動形直流ディスクブレーキのシリーズ完成

おもにエ作機械用として,モートルに取り付ける直流励磁制動方

式電磁ブレーキを開発,すでに多数納入しているが,今度制動力

0･2kg-mより制動力15kg一皿まで4フレームを標準形として完成

した｡弟78図はフレームND701,NDlOO2の外観である｡本ブ

レーキは制動力の遠方調整が可能であり,消費電力も小さく,独特

の自動ギャ少プ調整装置を設けてあるので,ライニソグの摩耗に対

する調整は不要であり,部品点数も極端に少なく,保守点検の簡単

な小形ブレーキである｡

評 論 第46巻 第1号

4.ム20 55kW用スターデル

タ起動器Y55-KJlの

完成

55kWモートル用スターデル

タ起動器Y55-KJIを完成,受注

生産にはいった｡本器はすでに

開発されているカム形スターデ

ルタ起動器(Y-KJ(り)シリー

ズの最高容量のもので,従来と

同じく良質な耐アーク性の銀接

点を用いた二重速断の衝合接触
第79図 スターデルタ起動器

Y55-KJIの内部構造

機構を有し.遮断容量のわりに

小形となっている｡遮断は確実で長寿命である｡本器は容量の大き

いモートルに使用するため,配線作業の便を考慮し,弟79図に示

すように内部に配線用の端子を設けてある｡

4.4.21デスク形油圧操作兼用ユニバーサル制御器の完成

クレーンの操作に油圧操作が最近用いられるようになってきた

が,今度デスク形ユニバーサル制御器で,油圧駆動モートルの入切

と同時に油圧弁開閉用シリンダも操作し,油圧制御も行なわせる,

特殊な制御器を完成,福岡市港湾局の5t x20mふ頭クレーン引

込,旋回用として納入した｡木器は間接制御方式で1本のハンドル

で上記した動作を行なわせる｡デスク上には各部の油圧計,各種押

ボタン,スイッチおよびコンセントなどを設け,操作者の便をはか

ってある｡

4.4.22 キューピクル形乾式電動制御器

定格1,500kW以下,2次電圧1,800V以下,2次電流800A以下

の大容量巻線形誘導電動機の起動用電動制御器である｡

従来,別設置されていた操作接触器箱は必要なく,キユーピクル

内に操作器具(接触器,電流制限継電器,操作開閉器など)を内蔵

している｡取り扱いが便利で,操作回路に長寿命のカムスイッチ

(AC600VlOA)を使用しているので,接点の摩耗が少なく,保

守点検が容易である｡

キユーピクルは高さ1,800,横幅1,570,奥行785mmである｡

4.4.23 耐圧防爆形Hマグスシ

リーズ

炭坑:および工場防爆用耐圧防爆形Hマグスとしては,従来3.45kV

200A形一機種のみしか製作されていなかったが,新たに3.45kV

回路用に50Aおよび400A形,6.9kV回路用に200A形が開発され

耐圧防爆形Hマグスの全シリーズの開発が完了した｡

3.45kV50A形は遮断容量12.5MVAで,特に小形軽量をむねと

して製作され,箱内器具配置の合理化により内蔵品の大半が容易に

第80図 デスク形油

圧操作兼用ユニバー

サル制御器

形式DVUll-KR
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第81図1,500kWIM用キユー

ピグル形乾式電動制御器

形式 SD5-MKSY



電 動 力 応 用 機

第62図 耐圧防爆形Hマグスシリーズ(3.45kV用)

左より400A,200A(D.S付)200A,50A

第85囲

窺
よ;､泡

3kV150MVA高圧接 第86図 高圧簡易受電

触器キユーピクル キユーピクル

引き出せるので,取扱点検の便が大いに改良されている｡

3.45kV400A形は遮断容量50MVA,人容量負荷向として製作

され,箱内にほ低圧器具類が一個所に集中し配置され,この跳分の

点検には専用カバーを開けばよいようになっており,安令容易に山

検ができる｡

6.9kV200A形は遮断容量50MVAを有し,配電系統の6kV化

に応じて開発された｡特に工場防爆用として屋内外に今後の販路が

期待されており.耐圧防爆形の6.9kV用気中形開閉器としてはわが

国唯一のものである｡

4.4.24 高圧コンビネーションスタータおよび高圧気中電磁接触

器応用品

3kVコンビネーションスタータは交流電動機のスタータ,そのほ

か配電盤としてすでに数千面を納入し,あらゆる産業,施設に広く

使われている｡姉妹品として減電圧起動のコンビネーションリアク

トルスタータやオートコンペンスタータ,そのはかコンビネーショ

ン極数切換スタータ,コンビネーション可逆スタータなどもある｡

また6kV配電計画が進むにつれて6kV級コンビネーションスタ

ータの需要も急増しており,昭和アルミ株式会社小山工場,口座自

動車株式会社追浜工場,日本道路公団天王山トンネル,三菱口本重

工株式会社横浜工場などに数十面納入している｡第84図は6kVコ

ンビネーションスクータである｡

150MVA という大きい遮断容量と高いl凋閉ひん比の要求を満た

す向畑伯勺な意図をもって新たに川発されたのが150MVA高圧気小

屯磁接触器を収納した3kV150MVA高圧接触詩話キユーピクルで

ある(弟85図)｡すでに明治製菓株式会社をはじめ50面の納入製作

数をかぞえている｡

第8る図は工場,商店,旅館など設備容量100kVA程度の電力需

要家を対称として開発された新製品で,3kVで受謁しキユーピクル

内で低圧の動力,電灯電源を得るものである｡おもな特長は

第83図 6.9kV200A耐圧防爆

形Hてグス

第87図 50A 形高圧

気中リアクトル起動

器

(1)据付面積が小さく‾設腑跨が

仕少である｡

第84図 6kVコンビ

ネーションスタータ

第88囲 50A 形高圧

気中自動起動補償器
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(2)金属接地キュービクルで遮

へいされているので,安全である｡

(3)乾式遮断器畏の使用により保守,点検が容易で火災の心配が

ない｡

(4)短絡,接地故障に際し電力会社配電線への影響がない｡

(5)遠方操作が可能である｡

4.4.25 高圧気中小形滅電圧起動器

3.45kV50A高圧気中電磁接触器を起動リアクトルまたは起動変

圧貨旨と組み合わせて,小形の高圧気中リアクトル起動器および高圧

気中自動補償器を完成し,それぞれ各方面に多数納入した｡

従来の200A形高圧接触器を使用したものにくらべ,大幅に小形

軽量化している｡リアクトル起動器は床面積で55%,重量で60%

に,起動補償召割ま床面積で60%,重量で70%に縮小している｡

50A形起動補依器は全自動形密閉ターボ冷凍機用の標準器具とし

て採用,量産されている｡

4.4.2る コントロールセンタおよびグループスタータ

電動機を数多く使用するプラントはコントロールセンタまたはグ

ループスタータにより集中制御される｡土地価格,建造物などの床

面積の制l眼,抹守の容易さケーブルの節約など多数の利点を持つコ

ントロールセンクおよびグループスタは化学工場,製鉄所,石細工

場,水道設備などに欠くことのできない機器となっている｡

コントロールセンタは最近多段積みの傾向にあり,38年度は6段

積両面式小形コントロールセンタを完成した｡弟89図に寸法を,

舞1表に什様を示す｡5段積コントロールセンタとしては東京都水

道局金町浄水所ほか水道設備用に約100而,日本石油根岸製油所設
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IM容量(kW)

200V L 400V

0.2 0.4

0.75

全負荷
電 流

(A)

0.4

0.75

1.5

2.2

2.0

CT*

1.5

2.2

3.3

4.4

6.5

電流計*

(A)

3

5

5

7.5

10

15

3.7 7.0

8.8

5.5 10.5

3.7

5.5

7.5

7.5 14

11

15

21

27

15

20

20

30

50

75

11

15

19

22

22

30

37

40

52.8

55

65

75:5

45 80

30

37

45

60

75

108

135

100:5

150:5

150:5

75

150

150

150

200

200

300

90 160 200:5 400

23～31

36～48

44～60

44～60

55～75

100

100

100

100

100

100

225

225

TR15-RDB

TR30-RDB

TR60-RDB

TR15-RDB

(C.T付)

72～98

85～115

120～160

135～185

225

225

225

400

50

50

50

50

50

50

50

70

100

100

175

175

175

225

225

400

≡触塁*lユニ欄ランプ

(非可逆)
K15-DP

(可逆)K15-DR

(非可逆)
K30-DP

(可逆)K30-DR

K80-DP

K120-DP

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8

WM-8
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C.T,電流計,補助接触器,PIミSほ収納してない｡御要望により取りf】1ナる｡
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第89図 6段積両面式コントロールセン

タ寸法図

備用に約50面,そのほか約100面がある｡

グループスタータは従来の接触容器に代わるものとして需要がふ

え,8段積まで製作している｡各電動機ごとに内部はユニット化され

ているので,保守点検が容易で今後ますます需要が増す傾向にあるし

弟90図は8段横グループスタータである｡

納入実積としては大協石油化学株式会社向けに約120面,明汗俊

英株式会社向けに約120面,_昭和電工株式会社向け,その他に約

200面がある｡

4.4.27 簡易コントロールセンタと分電盤

生産設備の合理化が進み,コントロールセソタおよび分電盤の需

第91図 特殊分電盤

第92図 新形配電箱

(B)SK80-WM

要が多い｡38年度は6段后み,5段積み,プラグイン方

式など数多く製作,納入したが,反面,安価な簡易コン

トロールセンタの要求が多く,化学,繊維プラントなど

に多数納入された｡これはコソトロールセンタのユニットの抽出の

み不可能としたもので,安価である｡一方,分電盤も多数納入し,

なかでも特殊なものとして計算傲用分電盤がある｡これは10数台の

FFBで分電し,しかも電源周波数が±0.5～の変動,電圧±10%の

変動を検出して警報する継電器を具備した特殊な分電盤である｡

4.4.28 新形配電箱

三相誘導電動機の起動停止用や電熱器の入切などに使用される

30A形の新形配電箱(B)SK30-WM形を完成した｡

木器ほ220V,30A,3,7kW以下用で,JIS規格に準じているほ

か,速断機構を備えた開閉器を用いてい為など多くの特長をもって

おり,一般工場,rF業場,農場をはじめ暖冷房表置の屋内配線工事

など非常に広範閃の用途を有している｡




